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 夏休みも終わり、後期の授業開始です。来月は、学園祭がありますね。学園祭の日、図書館は

土日開館しています。貸出返却も可能です。実習直前は、貸出が集中します。実習開始日の２週

間前から長期貸出を行っておりますので、余裕をもって長期開始の日に図書館に来ることをお勧

めします。長期貸出開始日は下記の通りです。図書館ＨＰで随時、お知らせを更新しています。

ご確認ください。 

★幼児教育Ⅰ部２年生・Ⅱ部３年生  ９月 26 日（返却日 10 月 26 日） 

★地域保育３年生  9 月 27 日（返却日 10 月 27 日）  

★地域保育２年生  10 月 23 日（返却日 11 月 22 日） 

 

 

今月の特集・・・『 秋の食物と植物』 
実りの季節。涼しくなってきて、お出掛けにもちょうど良い季節です。 

●「日本どんぐり大図鑑」徳永 桂子 著／偕成社 

   ･･･樹木、葉、花、樹皮、実などが詳しくイラストで描かれています。日本で観察できるどんぐりが、全種類わかります。 

●「どででんかぼちゃ」いわさ ゆうこ さく／童心社 

   ･･･かぼちゃの葉っぱは、どんな形？花は？種類は？という質問の答えが、わかりやすく描かれた絵本です。 

●「サツマイモの絵本」たけだ ひでゆき へん／農山漁村文化協会 

   ･･･サツマイモの栄養、種類、育て方やサツマイモを使った実験など、子どもにわかりやすく書かれています。 

●「きのこ旅」とよ田 キノ子 著／グラフィック社 

   ･･･きのこの探し方、宿泊施設、服装、調理法、きのこグッズなど、きのこ好きにはたまらない一冊です。 

●「万葉歌とめぐる野歩き植物ガイド 秋～冬」山田 隆彦 ほか著／太郎次郎社エディタス 

   ･･･野歩きの服装や持ちもの、植物の見どころ、秋～冬おすすめの野歩きスポットなどがわかります。 

●「子どもといっしょに季節の食しごと＆保存食」江口 恵子 著／マイナビ 

   ･･･どんな調理をするか、子どもと一緒に考えて作れるレシピが多数あります。 

 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

『リアル鬼ごっこ』 山田 悠介 著 ／幻冬舎 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ※貸出回数３回のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

 

 

朝晩は涼しくなって、過ごしやすくなりましたね。最近、パン・ウェイさんの「げんきときれいをつ

くる五味五色」という本を読んで、食の大切さを改めて実感しました。その季節の旬の食材は、やっぱ

り栄養が豊富で、１番美味しくて、人間の体にうまく働きかけてくれるものがたくさんあるので大切に

したいと思いました。項目ごとになっていて、とても読みやすいです。おすすめです。 

 

次号の『図書館だより』は11月に発行予定です。 担当 中里 

貸出ランキング～６月・７月・８月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

5回 読み聞かせ この素晴らしい世界 ジム・トレリース 著 高文研 

4回 「しぐさ」でわかる相手の心理 関 輝夫 著 新星出版社 

3回 実習の記録と指導案 山本 淳子 編著 ひかりのくに 

3回 ねずみさんのながいパン 多田 ヒロシ 作 こぐま社 

3回 3・4・5歳児が夢中になる実践！造形あそび 平田 智久 監修 ナツメ社 

3回 子どもに伝えたい年中行事・記念日 萌文書林編集部 編 萌文書林 

 

西暦3000年、“佐藤”姓を持つ人が500万を超えた王国で、国王は自分と同じ“佐藤”を名乗る国

民に対し、強い憤りを感じていた。国王はどうにか彼らを効率的に抹殺できないか考え、遂に思いつく。

『そうだ！鬼ごっこをやろう！これで“佐藤”を効率的に減らせるぞ！』 

陸上の選手である主人公「佐藤翼」も例外なく標的になり、命がけのゲームに参加させられます。突然

始まった鬼に追いかけられる日々を送る中、翼は幼い頃に生き別れた妹を探すため、生き残ることを固く

決意します。 

 

逃げ惑う最中、青春を共にした友人と出会い、僅かながら希望を見いだします。捕まれば殺されるとい

う緊張…目まぐるしく変わる展開とトラックを走るような疾走感に翼の心情が溢れ、読んでいる自分自身

も走っているかのような錯覚に陥ります。 

推薦者 加羽澤 


